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平成２４年１２月１２日（水）　　　　司会：藤原　英佳　　記録：吉田　智香
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞
・今年度のクリスマス会の演芸を行ってくれるスタッフを募集しています。詳しくは演芸担当東病棟　荒木田、加藤までお願いします。

・NPO法人「知恵の輪」よりH24年度家族支援研修会のアンケートの結果が出ています。各自確認して下さい。

・期日前投票患者様実施しています。投票場所へ行く手段がない方は、病院前から送迎がありますので、希望者は松橋SGMに報告してください。

・平成24年度納会について

日時：平成24年12月29日（土）納　会：17：20～17：50　懇談会：17：50～18：40　　　　　　　　　会場：メンタルケア病棟3F（会議室・ホール）
※所属長、上司はじめお世話になつた方へご挨拶をして一年の締めくくりをしましょう。
※ビンゴゲーム参加者募集しています。ビンゴカード2枚セット200円(1枚100円)で販売します。希望の方は、行事委員まで。

・本日、明日の2日間院内研修がありますので参加して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・小笠原　禮子様～排泄コントロール目的にて、シンラック液2本主治医より処方されています。

・小笠原　禮子様、平　勝利様の介護認定の結果が届き、それぞれ要支援1との事です。1年後に再評価となりますが、結果を踏まえて今後の方向性について検討していきましょう。

・木村　梅子様～今後の医療外経費の支払いについて生保の支給日に合わせて支払っていただける様、設定するようにとの指示がありました。本日、医事（大釜ＴＯＬ）から報告があり、主治医を協議した結果、ＳＷ・医事・生保の担当者・看護師・保護者で集まり、保護者へ上記の説明し念書をとるとの事になったそうです。事前に保護者抜きで集まりを行い流れについての確認を行っていくとのことでした。上口JGM参加予定としています。詳細が決定次第、皆さんへ報告します
・古川　富蔵様～12/27(木)退院予定となっています。初外来日は1/4(金)です。

　　　　　　　　月・火・水はディケア利用となります。（12/31より利用予定です。）

＜要注目患者様ケース検討＞

・伊藤　五十二様～昨日は、食事も摂取されており、嘔気などもみられていません。夕食後薬の際は、他患者様の薬を取るなどの行動みられています。本日は、黄疸症状改善されており、食事も残食ありますが、摂取する事出来ています。身体症状の観察と活動範囲の制限により、注意力や集中力に変化が生じる事が考えられますので、日課の取り組み状況や病棟での過ごし方について観察していきましょう。

・倉橋　生子様～昨日は、排泄状況や足の違和感などの訴えプログラムを途中退席されています。本日は、訴え聞かれずプログラムには最後まで取り組まれています。

　　　　　　　　青山荘入所及び退所後の生活を踏まえ、現在の行動が適切か投げ掛けていきましょう。

・菊地　明子様～昨日は、朝・昼共に不食され、プログラムも休まれています。夕食は、摂取する事出来ています。本日は、食事は摂取され、プログラムにも取り組む事出来ています。青山荘入所及び退所後の生活や本人の希望（就労）を踏まえて、疲労や心的負荷に対する適切な対処方法について介入していきましょう。

＜担当業務進捗状況(日常生活支援)＞

・防寒靴を持っている患者様がほとんどだが、外出中履いていないことある為、声掛けしています。

・就寝時、寝巻きに着替えていない患者様がいる為、購入していただくか、家族に依頼して行きます。

＜川端Dr診察状況＞

・山田　隆雄様～診察時、青風荘見学が15日にある事を説明されると、視線を合わせずやや不機嫌な様子みられています。

・

・木村　梅子様～12/10頃より嘔吐、嘔気、下痢症状の訴え聞かれ、水様便もみられています。12/11(火)に採血実施していますが、異常はみられていません。食事も、摂取されています。

　　　　　診察→下痢が続く場合、スタッフに報告する事、脱水にならないよう十分な水分補給(アクエリアス、ポカリスエットなどのスポーツドリンク)の必要性について説明を受け、了承しています。

・滝田　久江様～「富久子が来る」と外出準備をしている事みられています。スタッフと確認対応するも、理解の乏しさみられています。準夜帯では冷蔵庫の中身を確認していることあり、確認すると「ハムが入っている」と話されています。

　　　　　診察→排便状況、外出を気にかけた言動が見られていた事を報告しています。

　　　　　　　　主治医より、低カロリーのハムを購入しおやつ代わりに摂らせるのはどうかと提案されています。本人は「パイナップルと焼いたハムが食べたい」と話されています。

・大釜　万知様～診察時、胃部不快、下痢の症状に聞かれると「大分治まった」と話され、12/30(日)から1/2(水)までの外泊許可となっています。

・田名部　浩平様～現在も咳やくしゃみが少しあると訴え聞かれています。咳が続く際は、スタッフに伝え、処方も検討する事を説明され、了承されています。

・稲垣　恵利子様～12/11から12/12まで外泊に行かれており、服薬トラブルもなく、小遣い銭(10000円)、購入した衣類を持って帰院しています。義姉様に様子を問うと、「今回は良かった」と話されています。幻聴に左右された言動について観察・確認し、離院のないようにしていきましょう。

　　　　　　診察→外泊の感想を聞かれると、「まあまあ・・・普通」と返答し、又、実兄様と不仲か問われると「そんな事ないよ。何も言われることなく、いつも笑っているよ」と返答されています。
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　　　　　カンファレンスシート　　　　　　　　　　　作成者：岩藤　良子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施日：平成24年12月12日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5回目　稲垣　恵理子様



　　　前回　平成　24　年　4　月　18　日実施

　

	医師方針
	施設入所方向　　

	
看護方針
	精神症状を安定にし社会復帰が出来る様に援助する

	本人の希望
	早く退院したい

	御家族の希望
	将来的に自宅の面倒は不可能の為、施設入所を希望する

	現在の様子

	・　嗜好品についてはプログラム時間終了後、嗜好品要求聞かれる様になって

いるが、時々、時間の勘違いと食べたいとの欲求が強く食べたいと希望ある為、その都度説明や介入により納得されている。

· 11月頃から「荷物届いていない」「袋が届いていない」等の発言は、昼夜問わず聞かれるようになり、その都度、説明と現実検討の促しに納得されるが、表面的で「兄が迎えにくる」「姉が来ているって」と幻聴、妄想に左右された発言が持続する場合、御家族へ電話確認し現実検討を促している。

· 10月、11月と夜中の私物整理が目立ち介入要している。また、衣類を袋の中に入れ外出準備をする姿があり、「間違った。勘違い」との発言が聞かれている。

· ペットボトルを拾って隠れ飲水した事があるようだが、体重値朝47.0ｋｇで就床前48.5ｋｇ～49.0ｋｇ（+1.5ｋｇ～２ｋｇ）と、値の変化あるが、血検データー、日内変動は問題なく経過している。

※本人と話し合い、飲水チェック表に飲水回数と体重値を正確に記すようになっている。

服薬状況

1） ジプレキサザイディス（10）２Ｔ

　　フル二トラゼパム（2）１Ｔ

　　リボトリール（0.5）２Ｔ

　　センナリド３Ｔロンフルマン（0.25）２Ｔ　１×ｖｄｓ

２）タスモリン（1）２Ｔ　２×ｎｄＥ（朝・夕）

３）リボトリール（0.5）２Ｔ　１×ｎｄＥ（夕）



	前回検討した症例により

表出された問題に対し、

支援を行った結果と評価
現在、表出される問題点
今後の必要と

考えられる支援

看護の具体的な支援計画


	＜抽出された問題点＞

①幻聴に左右され無断離院の可能性がある。　　　　　　　　　　　　　　　

②本人の面会はあるが、外出、泊に対しては、多忙中を理由にご家族が非協力となっている。
＜支援・評価＞

①独りで医事室へ行かず、行きたくなったら、スタッフへ話すように説明し、

勝手に病棟を離れないよう指導を行っている。また、現実検討を促すため、

御家族へ電話を掛けて頂いたり、スタッフ付き添いで医事へ行き事実確認し

てもらったりしている。

現在は病棟を離　

②本人へ小遣い銭を渡す時、面会はして頂くが、外出・泊の要請には多忙を理由に、半年に1回の割合でと話されている。また、家族面談にて、御家族の協力要請に、外出、泊は、現状でお願いしたいとの事で、御家族の非協力となっているのは、続いている。年末の外泊は、12月11日から12月12日の申請を依頼されている。

れず、幻聴、妄想に左右された発言のみ聞かれている。

＜抽出された問題点＞

①幻聴・妄想に左右され無断離院の可能性がある

②多飲水傾向がある

③本人の面会はあるが、外出・泊に対しては、多忙中を理由にご家族が非協力となっている

＜御家族の協力について＞

御家族と今後の事について、また、姉（青風荘入所している）とも合わないことにより、青風荘に入所できないことについて話し合いを持った。

御家族：自宅への退院は無理である事や当院の入院が継続出来ない場合は、転院を考えていると話されている。施設入所の件は、「地元の保健師と相談しているが、施設が見つからない」と話されている。また、外出・泊の要請については、兄様と本人の折り合いが悪く、半年に１回の外泊しかできないと伝えられている。

担当スタッフ：外泊が無理なら、２ヶ月ぐらいの割合で外出はどうか、本人も外出、泊がないと、精神症状の変化が見られる事を説明している。

御家族：面会は小遣い銭を渡す時出来るが、外出・泊に連れて行くのは、忙しい為、無理ですと答えられている。今回の外泊も、兄様が、選挙で留守だから、年末の外泊として連れて行くと話されている。

今後の方向性として

1 入院継続。

2 当院から本人の入れる施設を検討する。

③　他院へ転院後施設入所して頂くか。








